
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
サ
ラ
フ
ィ
ー
ヤ
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運
動
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

古

林

清

一

【
要
約
】
　
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
を
指
導
者
と
し
て
、

十
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
め
に
開
始
さ
れ
た
。
彼
ら
の
主
要
な
目
的
は
、
ビ
ド
ア
を
排
撃
し
、
ス
ン
ナ
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼

ら
は
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
は
厳
し
い
攻
撃
を
加
え
た
。
本
稿
で
は
、
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
の
編
集
し
た
、
『
マ
ナ
ー
ル
』
誌
に
よ
っ

て
、
彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
観
を
検
討
し
、
つ
い
で
、
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
運
動
の
復
古
主
義

的
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
側
面
に
光
を
あ
て
る
こ
と
を
試
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
九
巻
一
号
　
【
九
八
六
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
十
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
め
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
窯
¢
冨
ヨ
ヨ
㊤
山
．
》
σ
α
昌
（
H
◎
◎
料
㊤
－
同
り
O
㎝
）
と
そ
の
弟
子
鍛
圧
冨
ヨ
三
巴
園
生
訂
α
菊
三
四

（H

nQ

F
α
l
H
り
ω
㎝
）
を
指
導
者
と
し
て
、
ω
巴
9
い
曳
畷
p
運
動
と
呼
ば
れ
る
宗
教
的
革
新
の
運
動
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
は
、
の
巴
錬

と
呼
ば
れ
る
、
イ
ス
ラ
ム
初
期
の
宗
教
的
指
導
者
た
ち
の
正
し
い
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
を
再
確
認
し
つ
つ
、
同
時
に
、
近
代
社
会
の
つ
き
つ
け
た

新
し
い
状
況
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド

ゥ
フ
と
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
は
イ
ス
ラ
ム
近
代
思
想
史
の
上
で
代
表
的
な
思
想
家
と
し
て
、
巨
大
な
業
績
を
残
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に
従
事
し
た
。
こ
の
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に
よ
っ
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①

て
、
近
代
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
機
構
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
。

　
こ
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
リ
ダ
ー
が
、
正
し
い
イ
ス
ラ
ム
の
あ
り
方
を
求
め
て
、
裏
罫
的
な
ウ
ラ
マ
ー
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
行
い
、
理
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

活
用
に
よ
る
イ
ジ
ュ
テ
ィ
ハ
ー
ド
を
主
張
し
、
新
し
い
社
会
状
況
に
対
応
す
る
「
立
法
」
の
た
め
に
マ
ス
ラ
バ
論
を
説
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
彼
ら
の
厳
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
者
た
ち
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
、
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
神
秘
主
義
者
た
ち
が

い
た
こ
と
も
見
落
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
サ
ラ
フ
ィ
1
ヤ
運
動
の
理
解
の
た
め
に
は
、
守
旧
的
な
ウ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
批
判
と
し
て
生
ま
れ

て
き
た
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
や
リ
ダ
ー
の
革
新
的
な
立
場
を
彼
ら
の
神
学
思
想
、
法
学
思
想
の
解
明
と
い
う
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
は
、
ス
…
フ
ィ
ズ
ム
と
の
か
か
わ
り
で
、
彼
ら
の
宗
教
思
想
の
考
察
を
行
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
前
老
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
研
究
史
的
に
も
比
較
的
豊
富
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
か
か
わ
り
で
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
を
考
察
し
た
研

究
は
ま
だ
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
を
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
か
か
わ
り
で
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

そ
の
際
、
こ
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
の
機
関
紙
と
い
う
べ
き
「
マ
ナ
ー
ル
」
誌
（
』
執
一
瓢
§
9
0
勘
唾
）
を
主
た
る
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
月
刊
雑
誌
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
後
援
の
も
と
で
、
リ
ダ
ー
を
編
集
者
と
し
て
、
一
八
九
八
年
に
刊
行
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
雑

誌
で
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
関
連
の
論
稿
も
多
く
、
こ
と
に
、
そ
の
初
期
の
号
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。

こ
の
小
論
で
は
、
こ
の
雑
誌
の
創
刊
時
よ
り
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
死
去
し
た
一
九
〇
五
年
ま
で
の
期
間
の
、
こ
の
雑
誌
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
関
連
の

記
事
を
検
討
し
つ
つ
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
関
連
の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
①
∪
・
9
。
8
置
蕊
b
、
、
目
7
。
問
日
興
σ
q
曾
8
0
h
夢
。
ω
ゲ
2
覧
臼
9
7
＞
菩
霞
霧
夢
。
　

③
9
．
客
凶
。
拝
N
紙
§
§
葡
§
蘭
．
詰
b
コ
。
碁
9
0
団
帥
＆
い
。
ω
〉
鵠
σ
q
o
♂
。
・
L
霧
Φ
…

　
　
勺
お
占
旨
ヨ
。
暮
菊
。
嵩
σ
Q
δ
餌
。
。
ピ
o
p
自
零
挙
国
σ
Q
玉
込
．
．
㌧
O
o
ミ
。
ゆ
謹
画
ミ
ミ
蓉
欺
0
9
N
ミ
　
　
　
　
拙
稿
「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
そ
の
時
代
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
二
三
巻

　
　
偽
ミ
N
、
ミ
無
9
鳶
犠
§
O
ミ
蚕
O
㊤
搾
。
℃
お
置
い
℃
℃
．
二
〇
占
b
。
一
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
号
、
一
九
八
一
年
、
一
一
七
一
二
二
六
ペ
ー
ジ
。

　
②
》
．
属
。
霞
窪
抄
蔑
§
ミ
も
§
。
薦
壽
軸
§
暮
馬
建
富
§
N
臥
筆
N
恩
％
1
遣
岩
℃
　

④
ミ
』
§
隷
§
繊
く
巳
6
。
く
O
鉱
円
ρ
蕊
O
Q
。
占
Φ
ω
伊

　
　
O
艮
o
a
㌧
一
㊤
ざ
、
℃
℃
．
一
ミ
”
一
α
O
ふ
昏
。
”
卜
。
蒔
9
卜
。
。
。
G
。
ゐ
餅
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マ
ナ
ー
ル
誌
に
お
け
る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
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こ
の
マ
ナ
ー
ル
誌
の
刊
行
の
開
始
さ
れ
た
、
十
九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
め
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
宗
教
事
情
を
、
最
初
に
、
一
瞥
し
て
お

く
と
、
主
要
な
問
題
は
二
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
指
遵
の
も
と
に
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る

「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に
よ
っ
て
、
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
の
長
で
あ
る
「
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
」
の
地
位
が
上
昇
し
、
今
世
紀
の
初
め
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
界
の
最
高
指
導
者
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
ア
ズ

ハ
ル
・
モ
ス
ク
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
最
高
の
宗
教
機
関
と
し
て
の
地
位
も
確
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
タ
ン
タ
ー
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
の
モ
ス
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

デ
ィ
ス
ー
ク
の
ダ
ス
ー
キ
ー
の
モ
ス
ク
な
ど
も
ア
ズ
ハ
ル
付
属
の
教
育
施
設
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
は
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る

宗
教
機
構
の
「
中
央
集
権
化
」
を
お
し
す
す
め
る
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
タ
ソ
タ
ー
や
デ
ィ
ス
ー
ク
の
、
従
来
は
ス
1
フ
ィ

ー
教
団
と
結
び
つ
い
て
い
た
宗
教
施
設
に
対
す
る
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
の
支
配
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
と
同
時
期
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
行
政
の
上
で
も
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
革
は
、

当
時
、
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
最
高
指
導
老
で
あ
り
、
ω
冨
旨
げ
日
動
鼠
雨
量
ロ
巴
－
言
同
β
巴
訪
5
1
ゆ
山
州
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
シ
ャ
イ

フ
長
」
の
地
位
に
あ
っ
た
竃
各
㊤
津
B
P
α
円
㊤
鼠
圃
ρ
巴
山
跳
N
剛
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
一
八
九
五
年
に
は
、
》
劉
蜜
ρ
葺
の
巴
ゆ
鷺
同
「
ス
ー
フ
ィ

ー
評
議
会
」
が
設
立
さ
れ
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
シ
ャ
イ
フ
長
」
を
頂
点
と
し
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
す
る
中
央
集
権
的
な
教
団
行
政
シ
ス

テ
ム
が
つ
く
ら
れ
た
。
　
こ
の
改
革
は
、
一
九
〇
五
年
の
白
白
倒
、
捗
伊
巴
－
α
欝
ぼ
一
首
饗
財
”
一
－
嘗
建
ρ
巴
あ
9
1
野
暮
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
内
部
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

定
」
の
制
定
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
　
つ
ま
り
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
あ
り
方
も
、
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
と
同
時
期
に
、
中
央
集
権
的
な
教
団
行

政
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
の
方
向
に
向
っ
て
す
す
み
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
動
き
に
は
、
た
し
か
に
、
形
式
的
に
は
類
似
し
た
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
を
推
進
し
た
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
グ
ル
ー
プ
の
立
場
、
　
つ
ま
り
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
の
推
進
者
た
ち
の
立

場
と
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
立
場
と
の
間
に
は
厳
し
い
対
立
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
マ
ナ
ー
ル
誌
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
観
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
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と
し
よ
う
。

　
こ
の
十
九
世
紀
末
、
こ
と
に
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
あ
り
方
に
対
す
る
改
革
的
な
知
識
人
た
ち
の

関
心
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
賢
－
雰
ミ
§
紙
の
主
筆
、
．
》
げ
α
≧
萄
げ
巴
－
累
ρ
島
B
（
H
Q
◎
島
1
㊤
①
）
ら
に
よ
っ
て
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
や
ス
ー
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ズ
ム
に
対
す
る
批
判
や
改
革
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
運
動
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
、
マ
ナ
ー
ル
誌

の
主
張
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
は
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
っ
た
当
初
か
ら
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
や
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団

の
改
革
に
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
コ
ニ
ー
五
年
（
繭
暦
一
八
九
七
／
八
年
）
に
は
「
ス
ー
フ
ィ
レ
教
団
シ
ャ
イ
フ
長
」
の
タ
ウ
フ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ク
・
ア
ル
・
バ
タ
リ
ー
に
ス
ー
フ
ィ
：
教
団
の
改
革
を
行
う
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
自
身
は
、
元
来
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
と
無
縁
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
に
移
る
前
に
、
シ
リ
ア
で
ナ
ク

シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
や
教
団
に
入
信
し
て
い
た
。
こ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
は
独
特
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
教
団
は
、
沈
黙
、
孤
独
の
ジ
ク

ル
を
行
う
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
シ
ャ
リ
ー
ア
に
従
う
こ
と
を
厳
格
に
主
張
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
世
界
を
そ
の
支
配
下
に
お
こ
う
と
す

る
政
治
行
動
の
強
調
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
リ
ダ
ー
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
観
に
は
、
彼
が
帰
属
し
て
い
た
こ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
基
本
姿
勢
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

延
長
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
、
た
し
か
に
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
そ
れ
自
体
を
完
全
否
定

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
彼
自
身
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ナ
ー
ル
の
紙

上
で
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
や
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
し
て
は
厳
し
い
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
孤
独
と
沈
黙
の
ジ
ク
ル
を
特
徴
と
す
る
ナ
ク
シ
ュ
バ
ソ
デ
ィ
ー
や
教
団
の
伝
統
の
中
で
育
っ
て
き
た
り
ダ
ー
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
の
宗
教
行
事
は
騒
々
し
く
、
イ
ス
ラ
ム
の
道
徳
的
教
え
か
ら
逸
脱
し
た
不
快
な
現
象
と
し
て
眼
に
映
じ
た
ら
し
い
。
マ
ナ
ー
ル
誌
で
の
ス

ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
は
、
具
体
的
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
煩
を
い
と
わ
ず
、
リ
ダ
ー
の
批
判
を
見
て
い
こ
う
。

　
こ
の
雑
誌
で
の
手
厳
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
ま
ず
、
マ
ウ
リ
ド
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
創
立
者
で
あ

る
聖
者
な
ど
の
誕
生
日
や
命
蔚
を
祝
う
祝
祭
で
あ
る
。
こ
の
マ
ウ
リ
ド
に
は
多
く
の
人
々
が
参
集
す
る
の
で
注
目
さ
れ
て
お
り
、
エ
ジ
プ
ト
に
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お
け
る
最
大
の
マ
ウ
リ
ド
で
あ
る
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
タ
ソ
タ
ー
の
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
パ
ダ
ウ
ィ
r
の
マ
ウ
リ
ド
に
は
、
当
時
、
　
メ
ヅ
カ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
巡
礼
者
の
倍
以
上
の
人
々
が
参
集
し
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
墓
は
「
第
二
の
カ
ー
バ
」
（
冨
．
σ
ρ

聾
留
ぐ
饗
）
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
人
々
が
カ
ー
バ
の
ま
わ
り
を
ま
わ
る
よ
う
に
ま
わ
る
こ
と
（
冨
直
撃
h
）
す
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
聖
者
パ
ダ
ウ
ィ
ー
は
人
々
の
願
い
ご
と
を
か
な
え
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
、
彼
は
預
言
者
た
ち
に
優
先
す
る
地
位
に
あ
る
と
ま
で
信
じ
ら

　
　
　
⑧

れ
て
い
た
。

　
こ
の
タ
ン
タ
ー
の
バ
ダ
ウ
ィ
し
の
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
る
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
の
リ
ポ
ー
ト
が
マ
ナ
ー
ル
第
四
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

そ
の
論
調
は
不
快
感
に
満
ち
て
い
る
。
こ
の
マ
ウ
リ
ド
に
対
す
る
マ
ナ
ー
ル
誌
の
評
価
を
検
討
し
て
い
く
と
、
マ
ウ
リ
ド
と
い
う
宗
教
行
事
そ

れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ダ
ー
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
、
「
マ
ウ
リ
ド
は
、
特
定
の
行
為
の
た
め
に
一
つ
の
場
所
に
、

諸
地
域
か
ら
人
々
が
集
合
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
集
合
す
る
こ
と
に
は
、
禁
止
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
物
質
的
、
道
徳
的
な
利
益
が
あ
る
。

文
明
は
、
ウ
ン
マ
に
と
っ
て
利
益
の
あ
る
行
為
に
対
し
て
、
お
互
い
に
知
り
あ
い
、
調
和
し
、
協
力
す
る
た
め
の
集
舎
以
外
の
何
も
の
で
も
な

⑩い
。
」
。
こ
の
よ
う
に
マ
ウ
リ
ド
そ
れ
自
体
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ダ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
に
対
す
る
批
判
は
手
厳
し
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の

マ
ウ
リ
ド
に
お
い
て
は
ハ
ビ
ド
ア
（
逸
脱
）
、
「
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
」
（
ヨ
§
ぽ
錠
）
、
お
ろ
か
さ
、
無
知
、
非
難
さ
れ
、
不
吉
な
行
為
の
全
て
が
生
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

だ
さ
れ
て
い
る
と
彼
は
指
弾
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
リ
ダ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
批
判
を
具
体
的
に
見
て
い
か
な
く
て
は
癒
ら
な
い
が
、
マ
ナ
ー
ル
第
一
巻
に
、
．
言
§
瞬
p
轟
げ
㊤
甲
寓
㊤
二
巴
薗
、
、

「
マ
ウ
リ
ド
の
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
」
と
題
す
る
論
稿
が
あ
る
の
で
、
こ
の
論
稿
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
タ
ン
タ
ー
の
バ
ダ
ウ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

コ
の
マ
ウ
リ
ド
の
際
の
堕
落
し
た
現
象
が
二
〇
項
目
に
わ
た
っ
て
列
挙
さ
れ
、
そ
の
除
去
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
現
象
の
う
ち
、

主
要
な
も
の
を
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
聖
者
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
墓
に
対
す
る
「
礼
拝
」
（
ω
巴
響
）
が
行
わ
れ
、
こ
の
聖
者
の
墓
の
ま
わ
り
を
ま
わ
る
こ
と
（
什
塁
塵
事
h
）
が
、
丁
度
、

メ
ッ
カ
の
カ
ー
バ
の
ま
わ
り
で
行
わ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
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⑬る
。
ア
ッ
ラ
ー
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
聖
老
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
聖
者
に
対
し
て
、
人
々
が
必
要
な
も
の
や
利
益
（
ヨ
ρ
o
o
帥
一
一
一
げ
）
を
求
め
、
金
銭
つ
く
で
こ
れ
ら
の
も
の
を
得
よ
う
と
す
る
行
為
も

　
　
　
　
　
　
⑭

批
判
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
聖
者
崇
拝
」
現
象
の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
口
笛
を
吹
い
た
り
手
を
打
つ
こ
と

の
よ
う
な
、
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
が
禁
止
し
た
も
の
が
再
生
し
て
い
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
．
搾
黙
ρ
と
か

冨
吋
ρ
冨
暮
と
呼
ば
れ
る
「
予
言
」
の
行
為
が
人
々
を
惑
わ
せ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
霞
．
宅
置
げ
と
呼
ば
れ
る
呪
文
、
溝
口
富
と
呼
ば
れ
る

も
の
、
す
な
わ
ち
、
ジ
ソ
か
ら
我
が
身
を
守
る
た
め
に
汚
な
い
ポ
ロ
切
れ
あ
る
い
は
骨
を
ぶ
ら
さ
げ
る
こ
と
が
人
々
を
惑
わ
せ
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
⑮

告
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
正
統
的
イ
ス
ラ
ム
の
立
場
の
再
確
認
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
よ
り
具
体
的
な
形
で
の
宗
教
的
習
俗
の
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
モ
ス
ク
で
は
、
太
鼓
や
タ
ン
バ

リ
ン
を
打
っ
た
り
、
フ
ル
ー
ト
や
オ
ー
ボ
エ
（
ヨ
同
N
巳
孚
目
）
を
吹
い
た
り
、
聖
者
バ
ダ
ウ
ィ
ー
に
助
け
を
求
め
る
者
の
叫
び
、
ジ
ク
ル
を
行
う
者

た
ち
の
叫
び
な
ど
で
礼
拝
者
た
ち
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
非
難
き
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ク
ル
の
際
に
タ
ン
バ
リ
ン
や
太
鼓
な
ど
の
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

器
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
恋
愛
歌
も
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
が
マ
ウ
リ
ド
の
日
に
男
の
衣
服
を
着
て
、
馬

に
乗
り
、
大
通
り
を
ま
わ
る
こ
と
を
誓
願
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
ジ
ク
ル
の
際
に
、
女
性
が
男
た
ち
と
共
に
参

加
す
る
こ
と
が
誓
願
さ
れ
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
ジ
ク
ル
の
際
に
（
覧
た
ち
が
男
た
ち
に
ま
じ
り
、
一
緒
に
眠
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
告
発
さ

　
　
　
⑰

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
女
性
に
対
す
る
厳
し
い
告
発
と
な
ら
ん
で
、
子
供
た
ち
が
こ
の
モ
ス
ク
を
遊
び
場
に
し
た
り
、
夜
の
泊
り
場
に
す

る
こ
と
・
狂
人
た
ち
が
こ
の
重
ク
に
近
ぞ
㌧
」
と
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
し
て
い
翰
・

　
そ
し
て
、
最
後
に
、
こ
の
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
マ
ゥ
リ
ド
の
際
、
こ
の
モ
ス
ク
で
食
物
、
織
物
、
書
物
、
数
珠
な
ど
の
品
物
が
売
ら
れ
、
こ
の
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ス
ク
か
ら
買
わ
れ
る
も
の
に
は
、
徳
（
h
p
臼
冨
）
と
バ
ラ
カ
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
バ
ダ
ウ
ィ
ー

の
マ
ゥ
リ
ド
は
商
業
的
市
と
し
て
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
面
で
の
マ
ナ
ー
ル
誌
の
評
価
は
、
き
わ
め
て
、
否
定
的
で
あ
る
。
以
上
、
マ

ナ
ー
ル
誌
の
バ
ダ
ゥ
ィ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
の
批
判
を
検
討
し
て
き
た
が
、
、
こ
の
エ
ジ
プ
ト
最
大
の
ス
ー
フ
図
－
教
団
で
あ
る
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
や
教
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団
の
拠
点
お
よ
び
そ
の
最
大
の
宗
教
行
事
に
対
す
る
マ
ナ
ー
ル
誌
の
批
判
は
執
拗
で
手
厳
し
い
。
た
し
か
に
、
こ
の
批
判
は
雑
然
と
は
し
て
い

る
が
、
正
統
的
イ
ス
ラ
ム
の
立
場
を
厳
格
に
守
り
、
ビ
ド
ア
を
排
し
よ
う
と
す
る
基
本
的
姿
勢
を
読
み
と
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

　
こ
の
マ
ナ
ー
ル
誌
の
告
発
の
対
象
は
、
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
モ
ス
ク
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ
イ
ロ
の
フ
サ
イ
ン
の
モ
ス
ク
（
と
－
話
調
ω
苞
㊤
7
彊
島
曙
嵩
）

に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
モ
ス
ク
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
十
九
世
紀
の
カ
イ
ロ
で
は
、
こ
の
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
る
、

フ
サ
イ
ン
の
マ
ウ
リ
ド
は
預
言
者
ム
ハ
ソ
マ
ド
の
マ
ウ
リ
ド
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
。
　
マ
ナ
ー
ル
第
二
巻
に
は
、
こ
の
モ
ス
ク
で
、
当
時
、

o
ρ
β
ぴ
巴
釦
ω
訂
繰
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
た
、
》
旨
ρ
プ
U
σ
皆
団
≦
一
の
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
の
賞
讃
の
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
シ
ャ
イ
フ
は

こ
の
モ
ス
ク
で
の
ρ
ロ
甥
器
（
講
釈
師
た
ち
）
の
活
動
を
禁
止
し
た
。
彼
ら
は
、
呪
文
や
護
符
（
富
巳
四
、
冨
）
を
売
っ
て
、
大
衆
を
だ
ま
し
た
り
、

礼
拝
の
と
き
、
効
果
の
な
い
祈
願
（
α
瓢
、
帥
）
を
行
っ
て
、
大
衆
を
惑
わ
せ
て
お
り
、
彼
ら
の
呪
文
や
祈
願
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
、
現
世
的
な
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

益
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
こ
の
モ
ス
ク
に
あ
る
大
理
石
の
柱
を
こ
す
っ
て
、
人
々
が
バ
ラ
カ
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

為
も
リ
ダ
ー
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
て
い
る
。
リ
ダ
ー
の
こ
の
告
発
は
、
こ
の
モ
ス
ク
の
管
理
人
た
ち
、
大
衆
の
反
発
を
か
い
、
リ
ダ
ー
は
危
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
加
え
ら
れ
る
危
険
ま
で
冒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
イ
ロ
に
お
け
る
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
深
く
結
び
つ
い
た
宗
教
施
設
で
行
わ

れ
て
い
た
宗
教
的
行
為
の
う
ち
、
ビ
ド
ア
や
禁
ぜ
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
告
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
宗
教
的
習
俗
に
対
す
る
マ
ナ
ー
ル
誌
の
批
判
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ビ
ド
ア
を
排
除
し
て
ス
ン
ナ
に
立
ち
帰

る
こ
と
に
帰
着
す
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
身
近
か
な
行
為
の
次
元
に
つ
い
て
の
マ
ナ
ー
ル
誌
の
主
張
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
葬

送
儀
礼
の
分
野
で
あ
る
。
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
葬
儀
の
葬
列
の
際
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
員
が
教
団
の
旗
を
か
か
げ
て
行
進
す
る
こ
と
が
な

ら
わ
し
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
葬
送
儀
礼
と
は
結
び
つ
い
て
い
た
。
　
マ
ナ
ー
ル
誌
は
、
Q
。
ρ
、
α
N
p
σ
q
ど
離
（
円
。
。
野
山
⑩
b
。
刈
γ
｝
拶
語
ゆ
α

燭
ρ
夢
同
N
餌
σ
q
讐
日
（
H
o
◎
①
ω
一
H
O
日
心
）
の
ザ
グ
ル
ー
ル
兄
弟
の
母
の
葬
儀
の
際
、
さ
ま
ざ
ま
の
ビ
ド
ア
が
廃
さ
れ
、
ス
ン
ナ
が
復
活
さ
れ
た
こ
と
を

賞
讃
し
て
い
る
。
こ
の
兄
弟
の
母
は
死
期
の
近
い
こ
と
を
悟
る
と
悪
し
き
風
習
の
支
配
し
て
い
た
彼
女
の
村
で
死
ぬ
こ
と
を
避
け
、
首
都
カ
イ

ロ
へ
移
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
カ
イ
ロ
で
行
わ
れ
た
彼
女
の
葬
儀
の
際
に
は
、
ザ
グ
ル
ー
ル
兄
弟
が
さ
ま
ざ
ま
の
ビ
ド
ア
を
排
除
し
た
。
す
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な
わ
ち
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
所
属
の
者
た
ち
が
叫
び
声
を
あ
げ
た
り
、
祈
と
う
文
（
乏
一
益
）
を
と
な
え
る
こ
と
、
棺
の
前
に
灯
り
を
つ
け
た
り
、

香
を
た
≦
」
と
な
ど
の
行
為
を
こ
の
兄
弟
は
廃
し
た
の
で
あ
り
・
マ
ナ
ー
ル
誌
の
賞
讃
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
触

　
今
ま
で
、
マ
ナ
ー
ル
誌
の
ビ
ド
ア
の
排
除
に
よ
る
ス
ン
ナ
の
復
活
と
い
う
基
本
的
姿
勢
を
具
体
的
な
宗
教
的
習
俗
の
批
判
と
い
う
次
元
で
考

察
し
て
き
た
の
で
、
今
度
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
の
背
後
に
あ
る
マ
ナ
ー
ル
誌
や
リ
ダ
ー
の
基
本
的
な
イ
ス
ラ
ム
観
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
観
の
検
討

に
う
つ
ろ
う
。
マ
ナ
ー
ル
第
一
巻
所
収
の
論
説
．
．
ω
巳
冨
軍
器
げ
騰
閃
び
ρ
蛋
白
錠
矧
ρ
巴
壱
難
論
《
暁
、
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の

精
神
的
権
威
」
に
お
い
て
り
ダ
ー
は
人
間
の
社
会
の
組
織
を
完
全
に
し
、
幸
福
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
「
精
神
約
権
威
」
と
「
現
世
的
権
威
」

の
存
在
を
不
可
欠
と
論
じ
て
い
鯵
・
こ
の
う
ち
・
前
者
は
・
具
体
的
に
は
・
「
ウ
ラ
下
・
ワ
，
イ
ズ
（
説
教
師
）
た
ち
・
指
導
・
徳
性
の
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

練
、
能
力
の
改
善
に
従
事
す
る
者
た
ち
の
権
威
」
の
こ
と
で
あ
る
ゆ
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
人
間
に
こ
れ
ら
の
権
威
、
こ
と
に
「
精
神
的
権

威
」
に
対
す
る
絶
対
的
服
従
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ぱ
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
ア
ッ
ラ
ー
ひ
と
り
に

対
す
る
隷
従
を
定
め
た
。
そ
し
て
、
シ
ャ
リ
ー
ア
の
範
囲
内
で
の
自
由
、
権
利
と
義
務
に
お
け
る
人
々
の
平
等
、
全
て
の
指
導
者
の
権
威
、
全

て
の
精
神
的
長
た
ち
の
権
威
か
ら
の
意
志
、
思
考
の
解
放
を
定
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ム
ス
リ
ム
は
ア
ッ
ラ
ー
に
対
し
て
は
完
全
な
僕
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
者
に
対
し
て
は
完
全
に
自
由
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
元
来
、

い
か
な
る
種
類
の
宗
教
的
特
権
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
改
悪
し
た
の
が
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
、
そ
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
が
指
導
と
実
際
的
訓
育
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
事
態
が
変
っ
た
。

「
人
々
は
彼
ら
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
対
す
る
服
従
、
彼
ら
と
の
訓
練
（
巴
ρ
げ
）
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
完
全
性
に
対
す
る
盲
目
的
服
従
に
お
い
て
次

の
よ
う
な
程
度
に
ま
で
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
は
ム
リ
ー
ド
に
彼
の
師
匠
に
対
す
る
盲
目
的
服
従
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
か
ら
出
る
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

葉
と
行
為
の
全
て
が
徳
で
あ
り
、
完
全
さ
で
あ
る
と
信
じ
る
よ
う
に
強
い
た
。
」
。
つ
ま
り
、
ム
リ
ー
ド
の
シ
ャ
イ
フ
に
対
す
る
盲
目
的
服
従
と

い
う
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
対
す
る
リ
ダ
ー
の
批
判
は
、
法
思
想
の
次
元
で
の
タ
ク
リ
ー
ド
批
判
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
り
、

彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
の
中
で
も
、
知
者
（
、
帥
艮
）
で
あ
る
者
た
ち
に
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対
す
る
服
従
は
ま
だ
し
も
、
無
知
な
シ
ャ
イ
フ
た
ち
が
現
れ
、
彼
ら
に
、
人
々
が
欝
鼠
的
服
従
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
さ
ら
に
悪
し
き
事
態

が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
は
奇
蹟
（
冨
轟
白
ρ
）
の
主
で
あ
り
、
ア
ヅ
ラ
ー
と
信
徒
た
ち
の
間
の
仲
介
者
（
ω
冨
ゆ
．
）
で
あ
る
と
信
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
、
人
々
は
シ
ャ
イ
フ
た
ち
が
生
者
で
あ
れ
、
死
者
で
あ
れ
、
か
ま
う
こ
と
な
く
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
祈
願
す
る

　
　
　
　
　
　
⑳

に
至
る
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
、
「
聖
者
崇
拝
」
現
象
と
い
う
由
々
し
き
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
告
発
し
て
こ
の
論
文
を
終
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
聖
者
崇
拝
」
現
象
に
対
す
る
リ
ダ
ー
の
批
判
を
次
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
生
け
る
者
で
あ
れ
、
死
せ
る
者
で
あ
れ
、
聖
者
に
対
し
て
、
人
々
が
祈
願
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
行
為
が
当
時
、
行
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
行
為
を
リ
ダ
ー
は
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
最
初
の
一
般
的
な
形
態
の
も
の
で
は
、
人
々
は
、
墓
の
中
の
聖
者
は
生
き
て
い
る
と
信
じ
、

人
々
の
願
い
ご
と
を
か
な
え
る
た
め
に
、
墓
か
ら
出
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
形
態
の
も
の
は
、
正
統
的
イ
ス
ラ
ム
の
基
礎
的
教
義
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

解
を
欠
い
て
お
り
、
問
題
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

　
二
番
目
の
、
よ
り
特
殊
な
形
態
の
も
の
は
二
つ
の
疑
わ
し
い
要
素
、
　
つ
ま
り
、
冨
轟
ヨ
騨
と
ω
げ
㊤
賦
、
ρ
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
す
る
。
彼

の
批
判
は
、
こ
の
二
番
輿
の
形
態
の
も
の
に
主
と
し
て
、
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態
の
「
聖
者
崇
拝
」
を
支
え
る
要
素
の
う
ち
、
カ
ラ
ー

マ
の
語
は
、
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
与
え
ら
れ
た
特
別
の
「
恩
恵
」
と
い
ヶ
意
味
と
「
奇
蹟
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
ア
ッ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

か
ら
与
え
ら
れ
た
恩
恵
と
し
て
の
カ
ラ
ー
マ
の
存
在
そ
の
こ
と
自
体
は
イ
ス
ラ
ム
の
基
礎
の
一
つ
と
し
て
容
認
さ
れ
る
こ
と
だ
と
す
る
。
し
か

し
、
問
題
は
「
奇
蹟
」
論
の
次
元
に
あ
る
。
彼
の
「
奇
蹟
」
論
の
骨
子
は
、
ア
ッ
ラ
…
が
聖
者
に
対
し
て
与
え
た
「
恩
恵
」
と
し
て
の
カ
ラ

ー
マ
に
よ
っ
て
、
習
慣
的
行
動
様
式
（
、
帥
島
p
）
の
「
断
絶
」
（
臣
画
艮
ρ
）
が
お
こ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
と
－
ω
蝶
σ
貯
や
諺
ザ
旨
ρ
傷
ρ
や

切
崖
似
、
同
め
こ
と
ば
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
ア
ッ
ラ
ー
は
聖
者
に
対
し
て
カ
ラ
ー
マ
を
た
し
か
に
与
え
て
は
い
る
が
、
聖

者
の
「
奇
蹟
」
、
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
「
奇
蹟
」
で
あ
る
露
q
．
言
㊤
と
は
、
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
聖
者
も
ア
ッ
ラ
ー

よ
り
与
え
ら
れ
た
カ
ラ
ー
マ
を
み
だ
り
に
、
人
々
に
示
し
て
は
な
ら
ず
、
極
力
、
そ
れ
は
隠
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ッ
ラ
ー
の
慣
行
的
行

動
様
式
か
ら
の
「
断
絶
」
も
み
だ
り
に
、
信
徒
は
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
　
こ
の
こ
と
が
く
り
返
さ
れ
る
と
、
「
断
絶
」
が
「
慣
行
」
と
な
っ
て
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し
ま
い
、
ア
ー
ダ
の
ハ
ー
リ
ク
と
し
て
の
「
奇
蹟
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
リ
ダ
ー
は
「
奇
蹟
」
を
原
理
的
に
完
全

否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
濫
用
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
る
。

　
二
番
目
の
要
素
と
し
て
の
シ
ャ
フ
ァ
ー
ア
は
、
ア
ッ
ラ
ー
と
信
徒
と
の
間
の
仲
介
の
こ
と
で
あ
る
が
、
リ
ダ
ー
は
、
ア
ッ
ラ
ー
と
信
徒
と
の

間
で
、
聖
者
が
シ
ャ
フ
ァ
ー
ア
を
行
う
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
に
反
す
る
こ
と
と
し
て
否
定
し
て
お
り
、
ア
ッ
ラ
ー
の
み
に
祈
願
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ど
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
の
立
場
で
は
、
「
い
と
高
き
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
者
に
対
す
る
祈
願
は
多
神
崇
拝
（
ω
ぼ
跨
）
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ン
ナ
の
復
活
を
求
め
、
ビ
ド
ア
を
攻
撃
し
て
き
た
マ
ナ
ー
ル
誌
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
そ
の
責
め
を
帰
し
、

こ
と
に
、
カ
ラ
ー
マ
と
シ
ャ
フ
ァ
ー
ア
に
支
え
ら
れ
た
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
対
す
る
人
々
の
心
魂
的
服
従
の
告
発
に
至
る
の
で

あ
る
。

　
で
は
、
ビ
ド
ア
や
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
除
去
に
つ
い
て
の
マ
ナ
ー
ル
誌
の
解
決
策
の
提
言
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
タ
ン

タ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
の
際
の
ビ
ド
ア
、
禁
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
除
去
に
つ
い
て
は
、
宗
教
的
指
導
音
、
人
民
に
対
す
る
「
精
神
的
権
威
」
で
あ
る
ウ

ラ
マ
ー
に
対
す
る
期
待
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
　
つ
ま
り
、
「
最
も
偉
大
な
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ム
フ
テ
ィ
ー
と
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
の
シ
ャ
イ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
指
導
の
も
と
に
委
員
会
が
作
ら
れ
る
こ
と
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
、
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に

対
す
る
期
待
の
表
明
を
示
し
て
い
る
。
リ
ダ
…
の
師
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
最
高
ム
フ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
フ
に
対
す
る
期
待
は
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ま
で
も
な
い
が
、
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
に
対
す
る
期
待
も
強
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
タ
ン
タ
ー
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
の
モ
ス

ク
の
シ
ャ
イ
フ
が
こ
の
委
員
会
に
協
力
し
つ
つ
、
マ
ウ
リ
ド
の
際
の
ビ
ド
ア
、
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
除
去
に
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
際
の
政
府
の
協
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
二
年
に
、
政
府
が
フ
サ
イ
ン
・
モ
ス
ク
の
マ
ウ
リ
ド
を
、
衛
生
上
の
理
由
で
禁
止
す
る
措

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

置
を
と
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
マ
ナ
ー
ル
誌
は
、
「
ア
ッ
ラ
ー
は
、
政
府
が
こ
れ
ら
の
マ
ウ
リ
ド
を
禁
止
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

と
論
じ
て
、
政
府
の
措
置
を
肯
定
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
マ
ナ
ー
ル
誌
は
、
ビ
ド
ア
や
禁
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
除
去
に
対
し
て
「
ア
ズ
ハ
ル
改

革
」
の
進
行
や
政
府
の
介
入
に
期
待
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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今
ま
で
、
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
の
マ
ナ
ー
ル
誌
に
お
け
る
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
か
か

わ
る
宗
教
行
事
、
慣
習
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ス
ン
ナ
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
の
ビ
ド
ア
が
告
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
サ
ラ
フ
た
ち
の

正
し
い
イ
ス
ラ
ム
の
あ
り
方
を
再
確
認
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
の
基
本
的
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

マ
ナ
ー
ル
の
立
場
に
は
、
必
ら
ず
し
も
、
こ
の
雑
誌
独
自
の
立
場
と
言
え
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
当
時
、
ス
ー
フ

ィ
ー
教
団
の
改
革
を
指
導
し
て
い
た
、
タ
ウ
フ
ィ
ー
ク
・
ア
ル
・
バ
タ
リ
ー
自
身
も
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
す
る
彼
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

す
る
こ
と
と
共
に
、
ジ
ク
ル
の
際
の
楽
器
の
使
用
の
よ
う
な
ビ
ド
ア
を
排
除
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。
彼
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
五
年
に
制

定
さ
れ
た
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
内
部
規
定
」
に
お
い
て
も
、
ビ
ド
ア
と
見
な
さ
れ
る
慣
行
の
禁
止
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
ー
フ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

教
団
員
が
葬
列
の
前
で
教
団
の
旗
を
も
っ
て
行
進
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
、
非
道
徳
的
な
歌
を
歌
う
こ
と
な
ど
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
ビ
ド
ア
の
禁
止
は
マ
ナ
ー
ル
の
主
張
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ナ
ー
ル
の
主
張
は
、
個
々
の
ビ
ド
ア
の
告
発
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
く
、
　
シ
ャ
イ
フ
・
ム
リ
ー
ド
関
係
の
よ
う
な
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
根
幹
に
か
か
わ
る
次
元
の
告
発
に
及
び
、
　
い
わ
ゆ
る
、
「
聖
者
崇

拝
」
を
支
え
る
要
素
と
し
て
の
カ
ラ
ー
マ
、
シ
ャ
フ
ァ
ー
ア
の
批
判
に
及
ぶ
、
よ
り
ト
ー
タ
ル
な
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
で
あ
る
。
し
か
も
、
当

時
、
エ
ジ
プ
ト
最
大
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
関
連
施
設
で
あ
っ
た
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
の
モ
ス
ク
で
の
ビ
ド
ア
を
執
拗
に
攻
撃
し
、
こ
の
モ
ス
ク
に
対

す
る
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
の
介
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
結
局
、
マ
ナ
ー
ル
誌
の
立
場
は
、
当
時
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
行
っ
て
い
た
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
を
支
援
し
、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
す
る
、
ア

ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
や
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立
を
支
援
す
る
と
い
う
政
治
的
主
張
を
背
後
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
マ
ナ
ー
ル
の
後
援
者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

と
の
か
か
わ
り
の
問
題
に
眼
を
転
じ
よ
う
。

①
　
∪
．
9
①
o
巴
貯
ω
㌧
o
や
9
け
．
」
℃
幽
這
ピ

②
　
旨
ご
‘
や
一
一
り
■

③
男
．
3
甘
コ
σ
q
’
§
ミ
竃
ミ
ミ
拶
い
ミ
喝
ー
ミ
募
ミ
、
基
ミ
塙
（
§
蕊
§
ミ
謡
ミ
§
畏
誉

9
ミ
袋
遣
母
黛
”
U
①
置
魯
し
㊤
刈
◎
。
、
や
憲
頓
摯
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④
労
α
。
甘
子
い
．
、
憾
謹
西
塁
翫
宕
琵
ρ
6
℃
窓
。
・
一
け
ご
昌
ぎ
b
。
O
岳
。
魯
ε
蔓

団
α
q
毛
け
、
．
貯
男
図
量
£
お
コ
（
。
ε
℃
℃
§
鳥
ミ
奪
商
ミ
§
ミ
ミ
G
ミ
慮
§
恥
q

　
ミ
誌
ミ
§
§
靴
．
N
恥
、
§
§
鮪
馬
ミ
§
㌧
o
零
ω
巴
ミ
い
。
乙
。
岡
ポ
巴
が
や
。
。
・
；
．

⑤
竃
呂
㊤
ヨ
ヨ
蝕
”
霧
菖
甑
空
＆
℃
揺
．
為
ぎ
a
㍗
雰
ミ
§
袋
㍗
㌧
§
勘
ミ
ミ
ら
ぎ
鴇
ぎ

　
き
．
悉
斜
遣
ミ
M
ミ
職
亀
鼠
轡
“
匿
画
く
O
一
．
H
℃
O
㊤
岸
P
一
Φ
G
Q
一
㌧
℃
．
目
悼
9

⑥
〉
．
出
。
霞
p
旦
．
、
ω
島
の
B
き
α
㌶
0
9
諺
H
ω
白
羽
…
菊
霧
窪
畠
盈
舞
”
、
貯
↓
ぎ

　
尊
｝
罵
鳶
馬
苫
“
恥
旦
馬
為
馬
§
糺
馬
腰
轟
§
匙
駄
、
雨
吋
霜
無
．
O
図
剛
O
鴨
川
℃
一
㊤
Q
◎
一
噛
℃
℃
．
㊤
α
1
③

⑦
這
㍗
さ
9
ミ
3
〈
o
「
＜
H
H
H
㌔
娼
℃
●
一
鴇
凸
①
．

⑧
達
錠
℃
〈
o
ド
押
や
。
。
ω
■

⑨
　
　
一
σ
圃
ユ
こ
く
O
一
．
円
く
㌧
℃
℃
．
α
㊤
心
1
①
O
ρ

⑩
害
葺
℃
〈
。
ド
押
℃
。
り
。
。
．

⑪
誉
ξ
b
〈
。
ド
H
b
や
。
。
“
。
．

⑫
旨
算
℃
〈
。
囲
」
、
署
■
㊤
ω
点
O
一
「

⑬
ま
峯
」
〈
o
ド
押
ワ
㊤
野

⑭
旨
｛
ユ
ニ
〈
。
炉
H
℃
電
噸
り
令
q
．

⑮
貯
曇
”
〈
9
押
署
■
㊤
？
メ

⑯
ま
鐸
㌧
〈
。
ド
押
唱
噸
鐸
霧
・

⑰
笹
峯
、
〈
。
剛
」
㌧
贈
．
り
q
よ
。

⑱
ざ
ρ
。
罫

⑲
芒
錠
や
く
。
ド
H
㌧
℃
■
Φ
。
。
．

⑳
ぎ
ニ
や
く
。
轡
葺
℃
。
話
9

⑳
δ
ρ
鼻
．

一
國

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

⑫
　
　
一
σ
一
α
こ
　
く
O
一
冒
〈
一
”
℃
幽
刈
Φ
ω
∴
○
．
○
．
〉
島
9
ヨ
o
o
℃
㌧
丸
轟
噛
嵩
自
壽
風
さ
七
口
臓
．
”
欺
竃
嵩
画
壽

　
§
囲
い
O
コ
〔
一
〇
P
㌧
目
㊤
◎
D
Q
◎
い
℃
喝
．
一
〇
Q
㊤
1
り
O
。

⑱
郵
営
＝
ρ
寒
§
馬
ミ
賜
ミ
ミ
9
魯
ミ
軌
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
轟
譜
§
亀
ミ
3

　
図
く
O
『
唄
ヨ
ρ
”
”
ω
】
じ
凶
σ
吋
拶
声
望
℃
H
り
①
①
㌧
℃
。
q
一
㊤
。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
＼
罵
1
』
§
識
翫
3
〈
O
一
．
い
　
唱
℃
幽
刈
Q
Q
①
ー
メ

一
σ
一
ユ
こ
く
O
一
，
H
、
℃
．
心
O
餅

一
σ
一
〇
こ
く
O
一
■
押
　
℃
．
艦
O
メ

ご
ρ
o
に
曾

一
σ
一
血
．
層
〈
O
一
．
押
℃
辱
似
O
Q
Q
。

〉
●
口
O
駕
「
P
鵠
押
の
唱
ゆ
ω
ヨ
餌
冨
儒
鍔
O
儒
①
「
単
H
ω
一
ρ
邑
、
”
■
一
〇
9

鼠
㍗
さ
醤
鞠
3
〈
O
一
’
ど
℃
■
心
一
9

一
σ
一
α
こ
く
O
一
．
押
℃
．
心
一
一
．

δ
ρ
o
搾
．

一
σ
一
儀
こ
く
O
一
●
H
℃
℃
●
直
一
b
⇒
．

一
σ
一
α
こ
く
O
一
．
H
㌧
℃
■
心
一
G
o
頃
．

一
σ
一
畠
く
く
O
一
●
＜
固
、
℃
．
“
㊤
卜
。
曜

一
σ
一
島
こ
く
O
一
．
押
℃
曾
一
〇
〇
．

一
げ
一
色
こ
く
O
一
■
＜
H
囲
H
隔
や
■
一
α
刈
●

一
び
一
α
こ
く
O
一
．
押
℃
℃
．
一
〇
〇
ー
ド

一
げ
一
伽
G
〈
O
一
．
＜
層
も
℃
．
G
Q
切
㊤
1
①
O
◆

団
．
畠
①
｝
O
コ
α
q
℃
嚇
郎
同
儲
ρ
9
爵
儒
貯
ロ
同
儲
ρ
－
O
℃
℃
O
o
自
饗
凶
O
炉
℃
．
c
Q
9

局
α
㊥
冒
贔
§
．
§
ミ
§
純
写
ミ
糟
奪
s
ミ
N
蓑
噺
馬
§
。
蚤
℃
や
δ
？
。
。
、

サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
の
総
帥
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
最
高
ム
フ
テ
ィ
ー
の
地
位
に
あ
り
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
、
ム
ハ
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ソ
マ
ド
．
・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
元
来
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
強
い
影
響
下
に
人
格
形
成
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
が
ア
フ
が
三
二
i
に
出
会
う
前

に
、
深
い
影
響
を
う
け
、
い
わ
ば
、
彼
の
人
生
に
お
け
る
最
初
の
師
匠
と
な
っ
た
人
物
に
O
反
撃
ω
げ
内
ぼ
曾
と
い
う
人
物
が
い
た
。
こ
の
人

物
は
、
シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
や
教
団
系
の
マ
ダ
ニ
ー
や
教
団
に
入
信
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
よ
っ
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
学
問
へ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
①

を
教
え
ら
れ
、
同
時
に
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
修
行
に
導
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
幼
少
時
に
う
け
た
感
化
は
ア
ブ
ド
ゥ
フ
に
深
い
影
響
を
及
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
の
で
あ
り
、
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
自
分
が
シ
ャ
…
ジ
リ
ー
や
教
団
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ブ
ド

ゥ
フ
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八
年
、
彼
は
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
と
の
会
話
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。
「
い
か
な
る
ウ
ン
マ
に
お
い
て
も
、
倫
理
学
、
魂
の
訓
育
に
お
い
て
、
　
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
に
匹
敵
す
る
者
は
見
い
出
さ
れ
な
か

　
③つ

た
。
」
。
彼
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
真
の
宗
教
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
リ
ダ
ー
に
く
ら
べ
る
と
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
厳
し
い
告
発
の
姿
勢
は
、
あ
ま
り
、
と
っ
て
お
ら
ず
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

に
対
し
て
は
、
概
し
て
、
微
温
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
「
官
報
」
編
集
老
で
あ
っ
た
彼
の
若
き
日
の
論
説
で
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

八
○
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ダ
ー
に
く
ら
べ
る
と
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
の
論
稿
は
、
き
わ
め
て
、
数
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
最
晩
年
に
な
っ
て
く
る
と
事
情
が
変
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
死
の
前
年
で
あ
る
一
九
〇
四
年
に
な
る
と
、
彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
年
に
は
、
　
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
ヘ
デ
ィ
ブ
・
ア
ッ
バ
ー
ス
ニ
世
と
の
関
係
が
険
悪
と
な
り
、
　
ヘ
デ
ィ
ブ
は
　
「
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
シ
ャ
イ
フ

長
」
で
あ
る
タ
ウ
フ
ィ
ー
ク
・
ア
ル
・
バ
タ
リ
ー
と
結
び
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
行
っ
て
い
た
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に
介
入
し
よ
う
と
し
て
陰
謀
を

行
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
出
し
た
有
名
な
フ
ァ
ト
ワ
ー
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
、
「
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
・
フ
ァ
ト
ワ
ー
」
の
内

容
が
、
新
聞
ミ
占
§
割
”
と
ミ
も
鳶
§
等
紙
上
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
保
守
的
な
ウ
ラ
マ
ー
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
に
対
す
る
攻
撃
が
は
げ
し
く
な
っ
て

い
た
。
こ
の
際
も
、
タ
ゥ
フ
ィ
ー
ク
・
ア
ル
・
バ
タ
リ
ー
が
ヘ
デ
ィ
ブ
の
意
を
体
し
て
、
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
に
ア
ブ
ド
ゥ
フ
を
見
捨
て
ヘ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ブ
を
支
持
す
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
が
危
機
に
上
し
た
状
況
の
も
と
で
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
ス
ー
フ
ィ
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ズ
ム
に
対
す
る
反
感
を
強
め
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
の
動
き
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
こ
の
年
の
七
月
に
は
、
マ
ナ
…
ル
誌
に
連
載
し
て
い
た
タ
フ
シ
ー
ル
（
コ
ー
ラ
ン
註
解
）
で
、
コ
ー
ラ
ン
第
二
章
第
一
六
五
節
の
注
解
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
、
こ
こ
で
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
タ
フ
シ
ー
ル
の
発
表
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
彼
は
こ
の
月
に
、
当
時
の
シ
ャ

イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
で
あ
り
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
の
協
力
者
で
あ
っ
た
、
ア
リ
ー
・
ア
ル
・
ビ
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
ら
の
ウ

ラ
マ
ー
と
共
に
下
エ
ジ
プ
ト
の
諺
憎
b
σ
ρ
鼠
α
帥
村
と
い
う
村
に
お
も
む
き
、
こ
の
村
で
、
村
人
を
前
に
し
て
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
こ
の
年
に
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
を
扱
っ
た
、
一
連
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
発
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
タ
フ
シ
ー
ル
の
問
題
か
ら
見
て
い
こ
う
。
こ
こ
で
は
、
コ
ー
ラ
ン
第
二
章
第
＝
ハ
五
節
、
「
人
々
の
う
ち
に
は
、
神
を
さ
し
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

対
等
者
を
選
び
、
ま
る
で
神
を
愛
す
る
か
の
よ
う
に
愛
す
る
老
が
い
る
。
…
…
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
註
解
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
神

と
対
等
老
を
人
々
が
選
ぶ
と
い
う
現
象
の
批
判
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
目
的
は
、
元
来
、
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
純
粋
な
善
し
か
求
め
な
か
っ
た
こ
と
を
認

め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
よ
き
目
的
は
、
や
が
て
、
く
つ
が
え
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
ら
が
ジ
ク
ル
と
呼
ぶ
外
面
的
な
形
、
シ
ャ
イ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
ち
の
墓
を
「
高
め
る
こ
と
」
（
汁
ρ
、
N
H
津
）
以
外
の
も
の
は
何
も
残
ら
な
く
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
最
後
の
現
象
は
、
い
わ
ゆ
る
「
聖
者
崇
拝
」

の
現
象
を
さ
し
て
い
る
が
、
こ
の
現
象
の
背
後
に
は
次
の
よ
う
な
信
仰
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
は
「
不
可
思
議

な
権
威
」
（
o
巳
＄
σ
q
げ
曙
巻
ρ
）
が
あ
り
、
こ
の
権
威
は
門
宇
宙
」
（
冨
≠
⇒
）
を
動
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
欲
す
る
よ
う
に
「
欝
乎
」

を
扱
う
。
そ
の
た
め
に
、
彼
ら
は
、
ム
リ
ー
ド
た
ち
、
彼
ら
に
援
助
を
求
め
る
者
た
ち
に
、
ど
こ
ま
で
も
必
要
な
も
の
の
充
足
の
保
障
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
あ
ろ
う
と
信
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
こ
そ
が
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
が
非
難
し
て
や
ま
な
い
、
「
（
ア
ッ
ラ
ー
）
と
対
等
者
と
み

な
す
こ
と
」
（
巨
涛
団
自
巴
山
民
巴
）
の
源
泉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
コ
ー
ラ
ン
、
預
言
者
の
ス
ン
ナ
に
違
反
し
、
さ
ら
に
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

友
だ
ち
、
タ
ー
ビ
ウ
ー
ン
と
ム
ジ
ュ
タ
ヒ
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
ム
た
ち
よ
り
成
る
サ
ラ
フ
の
行
動
様
式
（
ω
冨
）
に
も
違
反
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
批
判
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
ム
ス
リ
ム
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
故
に
、
シ
ャ
イ
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フ
た
ち
を
ア
ッ
ラ
ー
と
対
等
者
た
ち
と
見
な
す
よ
う
に
な
り
、
必
要
な
も
の
の
充
足
、
病
気
の
治
ゆ
、
財
産
を
得
る
こ
と
な
ど
の
た
め
に
、
シ

ャ
イ
フ
た
ち
の
墓
や
廟
に
参
詣
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
つ
い
て
の
荒
唐
無
糟
な
物
語
が
つ
く
り
出
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
命
じ
、
禁
じ
ら
れ
た
こ
と

を
禁
ず
る
こ
と
、
善
へ
の
協
力
を
実
際
に
廃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ム
ス
リ
ム
は
ア
ッ
ラ
ー
が
命
じ
た
こ
と
を
嫌
う
よ
う
に
な
り
、

彼
ら
が
ア
ッ
ラ
ー
と
対
等
と
み
な
し
た
、
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
者
に
満
足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
も
と
に
は
、
無
知
が
広
ま
り
、
弱
さ
が

彼
ら
を
圧
倒
し
、
ア
ッ
ラ
ー
が
信
仰
老
た
ち
に
約
束
し
た
栄
光
は
奪
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
聖
老
た
ち
を
ア
ッ
ラ
ー

と
対
等
者
と
み
な
す
こ
と
が
、
ム
ス
リ
ム
の
遅
れ
と
彼
ら
の
没
落
の
原
因
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て

　
　
　
　
　
⑪

い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
タ
フ
シ
ー
ル
に
お
い
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
が
ア
ヅ
ラ
ー
と
対
等
者
と
み

な
さ
れ
る
現
象
を
告
発
し
、
タ
ウ
ヒ
ー
ド
（
神
の
唯
一
性
）
の
信
仰
を
厳
格
に
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
こ
の
タ
フ
シ
ー
ル
の
刊
行
直
後
に
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
バ
ハ
ー
ダ
村
で
行
わ
れ
た
、
彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
の
活
動
を
見
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の
村
は
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
カ
ル
ユ
ー
ビ
ー
や
州
に
あ
っ
た
村
で
あ
る
。
こ
の
村
の
村
長
で
あ
っ
た
、
．
》
び
ら
巴
－
竃
β
．
巨
⇔

と
い
う
者
は
マ
ナ
ー
ル
の
熱
心
な
購
読
者
で
あ
り
、
マ
ナ
ー
ル
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
・
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
の
論
説
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
彼
は
ス

ー
フ
ィ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
現
象
に
対
す
る
批
判
の
運
動
を
自
分
の
村
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
や
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
、

さ
ら
に
は
、
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
で
あ
っ
た
、
ア
リ
ー
・
ア
ル
・
ビ
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
以
下
の
ウ
ラ
マ
ー
を
彼
の
村
に
招
い
た
の
で
あ

る
。
当
時
の
下
エ
ジ
プ
ト
は
、
十
九
世
紀
末
以
来
、
主
と
し
て
、
シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
や
教
団
系
の
、
新
興
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
活
動
の
拠
点
と

　
　
　
　
⑬

な
っ
て
い
た
。
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
農
村
で
は
、
ス
；
フ
ィ
ー
教
団
所
属
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
が
、
陸
々
を
歩
き
ま
わ
り
、
彼
ら
が
民
衆
を
彼
ら

の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
結
び
つ
け
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
対
す
る
信
仰
が
広
ま
り
、
こ
と
に
、
聖
者
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
バ
ダ

ウ
ィ
ー
に
供
物
を
さ
し
だ
さ
な
か
っ
た
り
、
そ
の
マ
ウ
リ
ド
に
参
加
し
な
か
っ
た
者
た
ち
に
は
、
病
気
や
財
産
に
対
す
る
損
害
が
お
こ
る
と
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

じ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
農
村
地
帯
で
は
、
ス
…
フ
ィ
ズ
ム
と
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
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対
立
、
緊
張
関
係
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
村
と
そ
の
周
辺
の
地
域
で
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
、
「
聖
者
崇
拝
」
現
象
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
党
派
が
対
立
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
村

長
と
彼
を
支
持
し
た
、
．
≧
同
巴
山
母
ρ
ぼ
と
い
う
シ
ャ
イ
フ
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
民
衆
に
影
響
力
の
あ
っ
た
ス
…
フ
ィ
ー
で
あ
る
、
冒
昌
ゆ
日
B
p
α

巴
6
ρ
躍
器
矧
と
い
う
シ
ャ
イ
フ
ら
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
。
利
益
も
損
害
も
全
て
、
ア
ヅ
ラ

ー
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
必
要
な
も
の
の
充
足
、
利
益
、
損
害
の
お
こ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
ア
ヅ
ラ
ー
が
創
造
に
お
い
て
人

々
に
示
し
た
一
般
的
な
ス
ン
ナ
以
外
に
は
原
因
は
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
ア
ッ
ラ
ー
が
そ
の
し
も
べ
た
ち
に
対
し
て
コ
ー
ラ
ン
に

お
い
て
定
め
た
こ
と
、
預
言
者
ム
ハ
ソ
マ
ド
の
こ
と
ば
に
お
い
て
定
め
た
宗
教
的
命
令
、
ス
ン
ナ
に
お
い
て
し
か
ア
ッ
ラ
ー
に
助
け
を
求
め
な

　
　
⑮

か
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
。
墓
の
中
の
盤
老
た
ち
が
損
害
を
与
え
た
り
、
利
益
を
与
え
た
り
す

る
し
、
生
か
せ
た
り
、
死
な
せ
た
り
、
与
え
た
り
、
禁
じ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
、
ア
ッ
ラ
ー
だ
け
で
は
な
く
て
、
ア
ッ
ラ
ー
の
「
有
力
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

（
自
署
鋒
）
の
助
け
を
求
め
、
仲
介
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
前
老
の
グ
ル
ー
プ
は
、
世
界
で
起
る
も
の
ご
と
の
原
因
を
ア

ッ
ラ
ー
の
み
に
帰
す
の
で
あ
り
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
原
因
を
ア
ッ
ラ
ー
と
な
ら
ん
で
、
聖
意
た
ち
に
も
帰
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

聖
者
た
ち
の
仲
介
を
祈
願
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
を
支
持
し
て
、

後
者
の
グ
ル
ー
プ
を
批
判
す
る
た
め
に
、
こ
の
村
に
招
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
村
で
、
夜
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
人
々
を
前
に
し
て
、
彼
の
考
え
を
述
べ
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
で
あ
る
、
シ
ャ
イ
フ
・
ア
リ
ー
・

ア
ル
・
ジ
ャ
ラ
ビ
ー
の
問
い
か
け
に
答
え
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
、
純
粋
な
タ
ウ
ヒ
ー
ド
の
信
条
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ア
ッ
ラ
ー
以
外
に
は
「
行
為
者
」
（
猷
、
ε
は
い
な
い
し
、
い
か
な
る
者
も
ア
ヅ
ラ
ー
と
対
等
者
と
は
主
張
さ
れ
え
な
い
。
聖
者
た
ち
、
敬
慶
な

者
た
ち
に
仲
介
を
求
め
て
祈
願
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
、
彼
ら
の
明
白
な
指
導
で
正
し
く
導
か
れ
、
ア
ッ
ラ
ー
は
し
も
べ
た
ち
の
う

ち
、
彼
の
望
む
者
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
み
正
し
い
。
し
か
し
「
奇
蹟
」
（
㊤
や
冨
継
送
鋒
蓄
”
〒
謬
睾
巴
ρ
）
が
聖
者
た
ち
の
掌
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中
で
の
業
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
正
し
く
は
な
い
。
そ
し
て
、
信
徒
は
、
特
定
の
聖
者
や
そ
の
「
奇
蹟
」
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
信
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
主
張
に
、
列
席
し
た
ウ
ラ
マ
ー
も
賛
同
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
際
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
や
リ
ダ
ー
が
厳
し
く
告
発
し
た
信
仰
に
q
署
習
巴
由
三
好
気
”
（
聖
者
た
ち
の
会
合
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
生
け
る
聖
者
も
死
せ
る
聖
者
も
参
集
す
る
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
（
会
合
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
彼
ら
の
定
め
た
こ
と
が
世
界
に
お
い
て
起
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
だ
と
人
々
に
よ
っ
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
信
仰
に
対
し
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
リ
ダ
ー
は
批
判
を
加
え
、
列
席
者
の
賛
同
を
得
た
。
彼
ら

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
世
界
に
お
い
て
起
る
も
の
ご
と
の
究
極
的
な
決
定
老
は
ア
ヅ
ラ
ー
の
み
で
あ
り
、
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
決
定
者
は
承
認
で

き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
村
の
夜
の
会
合
で
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
り
、
列
席
者
の
多
く
は

賛
同
し
た
。
し
か
し
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
で
あ
る
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ
ダ
ッ
ラ
ー
シ
ー
は
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
主
張
に
は
納
得
し
な
か
っ

た
。
彼
は
先
に
述
べ
た
、
こ
の
村
で
の
二
つ
の
党
派
の
う
ち
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
や
教
団
所
属
の
ス
ー
フ

ィ
ー
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
、
こ
の
会
合
の
後
で
、
再
び
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
も
と
を
訪
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
発
し
て
お
り
、
両
者
の

問
答
が
マ
ナ
ー
ル
誌
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ヅ
ダ
ヅ
ラ
ー
シ
ー
は
次
の
よ
う
に
聞
い
か
け
て
い
る
。
》
9
．
「
切
霧
き
巴
あ
げ
鑑
匡
一
圃
（
9
品
㎝
。
。
）
や
》
げ
目
．
7
、
》
げ
げ
餅
ω
ρ
ゲ

冒
霞
ω
剛
（
α
．
日
b
。
c
。
刈
）
の
よ
う
な
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
は
、
ア
ッ
ラ
ー
が
特
別
の
秘
密
を
与
え
て
い
る
と
彼
は
主
張
し
、
人
間
が
彼
ら
か
ら
こ
の
秘

密
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
と
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
ア
ッ
ラ
ー
が
特
定
の
人
々
に
、
他
の
人
々
に
対
し
て

優
先
的
に
富
や
内
的
・
外
的
能
力
を
与
え
た
こ
と
は
認
め
る
。
し
か
し
、
ア
ッ
ラ
…
が
人
間
に
与
え
た
も
の
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
と
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
例
え
ば
、
金
銭
の
よ
う
に
、
人
が
そ
れ
を
与
え
た
り
、
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
者
が
更
に
そ
れ
を
他
人
に
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
人
間
が
そ
れ
を
与
え
た
り
、
更
に
そ
れ
か
ら
他
人
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
者

の
例
と
し
て
、
信
仰
、
「
感
情
的
な
知
」
（
ρ
や
ヨ
P
．
働
上
巴
－
乱
置
習
ぐ
祁
）
、
さ
ら
に
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
が
秘
密
と
呼
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る

　
　
⑲

と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
次
元
の
混
同
の
批
判
と
い
う
観
点
か
ら
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
い
わ
ゆ
る
、
「
聖
者
崇
拝
」
現
象
の
批
判
を
展
開
し
て
い
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る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
が
聖
者
か
ら
現
世
的
な
富
や
利
益
な
ど
を
求
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
た
し
か
に
、

ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
は
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
与
え
ら
れ
た
特
別
の
獲
得
物
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
金
銭
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

得
し
た
者
が
第
三
者
に
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
返
答
に
、
ア
ッ
ダ
ッ
ラ
ー
シ
ー
は
納
得
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
次
の
よ
う
に
、
再
び
問
い
か
け
て
い
る
。
シ
ャ
ー
ジ
リ

ー
や
ア
ブ
ル
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ア
ル
・
ム
ル
シ
！
の
よ
う
な
シ
ャ
イ
フ
た
ち
は
聖
者
た
ち
で
あ
り
、
秘
密
と
「
援
助
」
（
B
巴
践
）
の
持
主
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
弟
子
た
ち
は
ア
ッ
ラ
ー
に
対
し
て
、
彼
ら
の
仲
介
を
求
め
、
彼
ら
か
ら
援
助
と
秘
密
を
求
め
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
目
び
⇔
．
》
骨
9
1
》
一
団
げ
巴
肖
ω
冨
巳
ρ
鳥
（
α
．
日
。
。
8
）
や
冨
義
母
月
蝕
－
b
σ
ρ
園
昌
（
9
嵩
心
り
）
の
よ
う
な
後
世

の
ス
ー
フ
ィ
ー
の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
正
し
い
の
か
、
誤
っ
て
い
る
の
か
を
彼
は
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
の
根
拠
が
、
コ
ー
ラ
ン
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
ス
ン
ナ
、
教
友
の
伝
え
て
い
る
こ
と
、
タ
ー
ビ
ゥ
ー
ン

や
ム
ジ
ュ
タ
ヒ
ド
で
あ
る
イ
マ
ー
ム
た
ち
や
「
ス
ー
フ
ィ
ー
の
古
人
た
ち
」
（
ρ
口
毛
馬
眺
上
呂
身
嵩
）
の
伝
え
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
で
は
な
い
か
と
こ
の
シ
ャ
イ
フ
を
問
い
つ
め
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
論
点
は
誤
り
の
な
い
権
威
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
移
行
し
て
お
り
、
こ
の
観
点
か
ら
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
、
そ
の
教
友
だ
ち
、
タ
ー
ビ
ウ
ー
ン
、

四
人
の
イ
マ
ー
ム
た
ち
、
巴
－
内
げ
錠
轟
N
や
巴
山
§
甲
矢
の
よ
う
な
ス
ー
フ
ィ
ー
の
古
人
た
ち
、
第
一
世
紀
と
第
二
世
紀
の
他
の
人
々
の
言
っ

て
い
る
こ
と
を
取
り
、
天
秤
の
一
方
の
は
か
り
皿
に
置
け
、
そ
し
て
、
も
う
一
方
の
は
か
り
皿
に
後
世
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
言
っ
た
こ
と
を
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

け
、
そ
し
て
、
重
い
方
に
従
え
。
」
。
そ
し
て
、
「
サ
ラ
フ
の
指
導
に
反
す
る
も
の
の
全
て
は
誤
り
で
あ
る
。
」
と
断
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
預
言

者
ム
ハ
ン
マ
ド
や
教
友
だ
ち
、
サ
ラ
フ
た
ち
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
初
期
の
人
々
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
的
な
権
威
性
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、

シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
な
ど
の
後
世
の
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
低
い
権
威
性
し
か
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
主
張

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
な
る
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
「
コ
ー
ラ
ン
や
行
為
の
ス
ン
ナ
は
確
定
的
な
連
続
（
3
嵩
庁
葭
）
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
両
者
の
他
に
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
彼
の
教
友
だ
ち
、
ウ
ン
マ
の
サ
ラ
フ
の
行
動
様
式
は
一
般
に
受
け
い
れ
ら
れ
た
支
え
（
一
ω
β
助
α
）

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
支
え
ば
正
し
い
も
の
と
し
て
他
の
も
の
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
や
他
の
聖
者
た
ち

に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
正
し
い
も
の
と
し
て
正
当
化
で
き
る
支
え
が
な
い
。
我
々
が
、
彼
ら
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
ア
ヅ
ラ

ー
の
言
葉
や
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
の
ラ
ン
ク
に
あ
る
と
、
た
と
え
、
仮
定
す
る
と
し
て
も
…
…
ア
ッ
ラ
ー
と
預
言
潜
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言

葉
を
彼
ら
の
言
葉
に
優
先
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
区
別
は
、
　
コ
ー
ラ
ン
、
預
言
者
ム
ハ
ソ
マ
ド
や
サ
ラ

フ
の
言
葉
が
≠
伝
達
に
お
い
て
健
全
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
、
ヒ
ー
ω
げ
ρ
、
鼠
巳
（
ゆ
．
頴
霧
）
の
よ
う
な
後
世
の
ス
ー
フ

ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
後
世
の
人
々
の
追
加
し
た
こ
と
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
信
愚
息
の
点
で
低
く
評
価
さ
れ
る

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
く
伝
達
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
も
、

ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
コ
ー
ラ
ン
と
ス
ン
ナ
の
指
導
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
コ
ー
ラ
ン
と
ス
ン
ナ
の
「
無
謬
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

（ハ

C
μ
ω
巳
ρ
）
の
故
で
あ
る
。
も
し
も
、
我
々
が
聖
血
た
ち
が
預
言
者
た
ち
の
よ
う
に
無
謬
で
あ
る
と
、
た
と
え
、
仮
定
す
る
と
し
て
も
、
我
々
は

コ
ー
ラ
ン
、
ス
ン
ナ
、
サ
ラ
フ
の
指
導
に
あ
う
よ
う
に
彼
ら
の
言
葉
を
解
釈
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
彼
は
論
じ
る
。
そ
し
て
、
我
々
は
、
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

i
ラ
ン
、
ス
ン
ナ
、
サ
ラ
フ
の
行
動
様
式
に
従
っ
て
行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
主
張
に
対

し
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
で
あ
る
、
ア
ッ
ダ
ッ
ラ
ー
シ
ー
は
沈
黙
し
て
し
ま
い
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
に
論
破
さ
れ
て
、
こ
の
両
者
の
問
答
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
勝
利
に
終
っ
た
と
マ
ナ
ー
ル
誌
は
伝
え
て
い
る
。

　
今
ま
で
見
て
き
た
、
バ
ハ
ー
ダ
村
で
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
発
言
は
彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
観
を
端
的
に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
村
で
の

彼
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
批
判
を
整
理
し
て
み
る
と
、
タ
ウ
ヒ
ー
ド
の
再
確
認
の
立
場
か
ら
、
世
界
に
お
こ
る
も
の
ご
と
の
決
定
者
は
ア
ッ
ラ
ー
の

み
で
あ
り
、
聖
堂
た
ち
は
人
間
に
利
益
や
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
世
界
に
お
こ
る
も
の
ご
と
の
決
定
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
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れ
な
い
聖
者
た
ち
に
、
人
々
が
願
望
の
充
足
を
求
め
て
祈
願
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
し
、
誤
り
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
誤

り
の
な
い
、
絶
対
的
な
規
範
に
値
す
る
の
は
、
コ
ー
ラ
ン
や
ス
ン
ナ
、
サ
ラ
フ
の
行
動
様
式
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
正
し
い
規
範
と
し

て
の
位
置
を
も
た
な
い
、
後
世
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
言
葉
、
行
為
な
ど
は
批
判
的
に
心
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
疑
わ
し
い

根
拠
に
も
と
つ
く
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
教
義
、
宗
教
行
事
な
ど
は
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
最
高
ム
フ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
彼
の
活
動
で
あ
る
。

こ
の
一
九
〇
四
年
六
月
の
初
め
に
、
つ
ま
り
、
バ
ハ
ー
ダ
村
で
の
活
動
の
直
前
に
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
や
州
の
住
民
か
ら
の
質
問

に
答
え
て
、
彼
は
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
六
つ
の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
項
目
と
し
て
、
金
曜
日
に
、
公
然

と
、
コ
ー
ラ
ン
の
「
洞
穴
の
章
」
（
ω
O
目
引
　
節
一
且
犀
麟
げ
｛
）
を
と
な
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
質
問
に
対
し
て
、

ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
当
時
、
音
楽
を
伴
っ
て
、
騒
々
し
く
行
わ
れ
、
礼
拝
者
た
ち
を
か
き
乱
す
こ
と
の
多
か
っ
た
、
こ
の
行
事
に
対
し
て
、
そ
れ

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
宴
巳
て
い
砺
・

　
さ
ら
に
、
こ
の
年
の
九
月
に
は
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
ブ
ハ
イ
ラ
州
の
住
民
の
質
問
に
答
え
て
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
霞
≦
窃
ω
巳
、
す
な
わ
ち
、
預
言
者
た
ち
、
聖
者
た
ち
の
と
り
な
し
を
求
め
て
祈
願
す
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ
の
際

の
質
問
者
は
、
預
言
考
た
ち
や
聖
者
た
ち
に
タ
ワ
ッ
ス
ル
を
行
う
こ
と
は
タ
ウ
ヒ
ー
ド
の
信
条
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
て
い
る
。

こ
の
質
問
に
対
し
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
こ
の
質
問
者
の
信
仰
を
正
し
い
信
仰
で
あ
る
と
是
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
必
要
な
も
の
の
充
足
に

お
い
て
、
我
々
と
ア
ッ
ラ
ー
と
の
中
間
に
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
者
が
い
る
と
信
ず
る
こ
と
は
、
コ
ー
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
多
神
教
徒
た
ち
の
信
条
」

（．

T
似
．
箆
巴
－
ヨ
島
げ
墨
画
遷
圃
⇔
）
で
あ
り
、
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
老
を
崇
め
ま
つ
る
こ
と
（
響
一
．
留
ρ
）
は
あ
り
え
な
い
と
彼
は
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
お
い
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
タ
ワ
ッ
ス
ル
を
否
認
し
、
タ
ウ
ヒ
ー
ド
の
信
条
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
う
ち
、
後
世
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の
は
「
洞
穴
の
章
」
を
金
曜
日
に
公
然
と
と
な
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
フ
ァ

ト
ワ
ー
の
方
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
宗
教
団
体
に
ヒ
ら
㊤
日
．
蔓
団
ρ
巴
あ
げ
碧
．
蔓
《
ρ
あ
る
い
は
、
ω
ロ
げ
閃
ぐ
発
毛
と
呼
ば
れ
る
も
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の
が
あ
る
。
こ
の
宗
教
団
体
は
寒
ゆ
ヴ
白
畑
α
麟
げ
誤
算
げ
巴
あ
魯
園
同
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
ス
ン
ナ
に
厳
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
従
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
団
体
は
、
カ
イ
ρ
の
よ
う
な
都
市
部
で
労
働
者
階
級
の
問
に
も
支
持
者
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
団
体
は
、
元
来
は
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
や
州
で
始
ま
っ
た
、
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
的
な
、
「
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
」
的
な
宗
教
運
動
で
あ

っ
た
。
こ
の
運
動
の
創
始
者
で
あ
る
ス
ブ
キ
ー
の
宗
教
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
が
、
金
曜
日
の
礼
拝
の
前
に
、
コ
ー
ラ
ン
の
「
洞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

穴
の
章
」
を
朗
唱
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
こ
と
を
宣
伝
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ブ
キ
ー
の
活
動
は
、
一
九
〇
四
年
六
月
に
同
じ
、
マ
ヌ
ー

フ
ィ
ー
や
州
の
住
民
に
対
し
て
発
し
た
、
前
述
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
今
ま
で
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
し
て
き
た
が
、
彼
は
、
光
来
、
リ
ダ
ー
に
く
ら
べ
る
と
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

に
対
し
て
は
微
温
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
、
本
格
的
な
、
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
は
最
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
。

し
か
も
、
彼
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
論
の
理
論
的
立
場
は
、
リ
ダ
！
の
も
の
と
大
差
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
の
本
領
は
、

当
時
の
エ
ジ
プ
ト
宗
教
界
の
最
有
力
者
の
一
人
と
し
て
の
実
践
的
活
動
に
あ
る
。
バ
ハ
ー
ダ
村
で
の
活
動
、
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
的
内
容
を
も
つ

フ
ァ
ト
ワ
ー
の
発
行
な
ど
に
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
当
時
、
シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
や
教
団
な
ど
の
新
興
の
ス
ー
フ
ィ
ー

教
団
運
動
の
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
、
下
エ
ジ
プ
ト
の
地
域
を
主
た
る
舞
台
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
の
活
動
の
副
産
物
と
し
て
、
ス

ブ
キ
ー
イ
ー
ソ
の
よ
う
な
「
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
」
的
な
宗
教
運
動
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
①
ρ
ρ
〉
壁
日
。
。
℃
o
や
9
叶
こ
℃
や
b
。
。
。
一
b
。
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
」
㍗
§
9
ミ
3
〈
o
　
く
H
押
や
や
ω
ω
㌣
。
。
窃
．
∴
簿
斗
ミ
山
§
蒜
き
く
。
一
：
H
い

②
　
賦
㍗
§
9
蕊
3
〈
o
一
．
＜
員
リ
ワ
蒔
Q
Q
刈
・

③
刃
器
冨
匹
閃
昼
9
§
．
嵩
ぎ
℃
〈
o
二
軸
や
㊤
野
。
。
。
■

④
．
》
9
p
緊
仁
巴
鴎
8
9
山
毒
9
鼠
㍗
N
§
織
§
寒
忘
§
｝
§
§
糺
．
霞
ミ
§
隔
O
騨
貯
p

　
お
刈
P
勺
や
一
ミ
ー
◎
Q
●

⑤
〉
。
7
ヨ
巴
留
蝕
ρ
薫
ミ
ぎ
神
ミ
蕊
魯
、
ミ
徽
O
ミ
詳
く
。
ド
鍔
鵠
寡
圃
押

　
0
9
ひ
ば
P
一
り
ω
伊
℃
や
ω
令
ω
㊤
∴
竃
器
貯
起
霧
碧
司
珍
旨
國
㌧
罫
“
誉
9
ミ
蓉
駄
寄
ミ
遭

　
黛
㍗
寒
ミ
押
O
巴
巴
ρ
冨
①
Q
。
、
℃
や
5
。
。
凸
噛

　
0
9
貯
P
一
㊤
圃
N
℃
や
8
ふ
b
o
幽

⑦
　
藤
本
勝
次
、
伴
康
哉
、
池
田
修
訳
『
コ
ー
ラ
ン
恥
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
年
、

　
七
五
ペ
ー
ジ
。

⑧
智
鑓
a
㍗
さ
9
肘
§
＜
o
ピ
鍔
℃
℃
’
＄
ム
P

⑨
　
一
σ
＆
｛
や
①
9

⑩
δ
ρ
鼻
．

⑪
ま
鐸
噂
℃
．
①
卜
。
ゆ
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⑫
竃
呂
9
箋
き
α
湾
騨
旨
斜
ミ
あ
画
§
勢
ミ
も
甑
窓
満
識
ミ
、
、
自
§
職
ミ
此
§
噸
臓
㍗

と
§
＜
巳
．
H
囲
、
鵠
；
押
0
9
凶
冠
p
お
経
－
伊
マ
誤
．

⑬
拙
稿
「
十
九
世
紀
上
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
」
『
人
間
関
係
論
集
』
第
二
号
、

　
｝
九
八
五
年
、
十
七
一
入
ペ
ー
ジ
。

⑭
ミ
』
旨
薄
3
く
。
洲
く
圃
H
陶
や
膳
ω
b
。
・

⑮
自
象
℃
や
お
。
。
．

⑯
ざ
ρ
。
霊

⑰
ざ
ρ
。
霊

⑱
ま
二
㌧
℃
誌
。
。
野

⑲
貯
壁
慧
噂
．
お
①
■

⑳
葦
銭
‘
署
誌
。
。
苧
Φ
。

⑳
藷
伽
‘
署
誌
ω
①
1
刈
。

⑳
笹
酌
ρ
や
お
り
。

結
び
に
か
え
て

⑱
ま
鐸
㌧
署
．
お
下
。
。
■

⑭
薫
血
．
、
で
．
お
。
。
．

⑮
　
剛
o
ρ
9
ρ

⑳
ざ
ρ
葺
幽

⑳
ぽ
醇
、
娼
・
蒔
。
。
P

⑱
寓
9
跨
ヨ
8
a
、
〉
ヨ
理
p
ミ
鼠
．
§
ミ
ミ
襲
勘
ミ
ミ
魯
”
配
ミ
ミ
ミ
ミ
　
忘
§
ミ
｝
軸
ミ

　
．
』
ミ
§
㌔
＜
9
H
＜
℃
切
曙
急
汁
㌧
6
課
、
℃
唱
．
b
。
＄
1
0
ド

⑭
　
鼠
㍗
さ
9
ミ
き
く
。
ド
＜
H
H
、
℃
℃
噛
9
心
占
．

⑳
旨
嬢
、
や
9
。
。
．

⑳
い
璃
Φ
つ
く
9
跨
6
昌
雪
p
鵠
恥
N
喧
。
基
§
戚
ぎ
N
ミ
ミ
N
月
§
ミ
恥
註
ミ
ミ
ミ
苫

　
轄
き
芝
霧
謀
護
8
ジ
δ
U
ρ
唱
℃
噛
b
。
甲
。
。
ρ
。
。
。
。
．

⑫
男
己
。
冒
夷
、
月
母
爵
9
邑
官
把
の
－
。
竈
。
ω
三
§
層
署
■
。
。
¶
一
。
。
．

　
ア
ブ
ド
ゥ
フ
や
リ
ダ
ー
の
、
い
わ
ゆ
る
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
を
現
実
に
適
合
す
る
よ
う
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
、

い
わ
ゆ
る
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
立
場
と
原
点
回
帰
的
で
イ
ス
ラ
ム
に
も
と
づ
い
て
現
実
を
告
発
し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
、
い
わ
ゆ
る
、
フ
ァ
ン

ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
立
場
の
両
面
が
あ
る
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
フ
た
ち
の
正
し
い
イ
ス
ラ
ム
の
あ
り
方
を
再
確
認
す

る
こ
と
と
新
し
い
現
実
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
は
、
彼
ら
の
立
場
に
お
い
て
は
究
極
的
に
は
両
立
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
小
論
で
扱
っ
た
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
論
に
関
す
る
限
り
は
、
彼
ら
の
立
場
の
、
い
わ
ゆ
る
、
フ
ァ
ン

ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
側
面
が
前
面
に
出
て
く
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
の
主
張
に
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
サ
ラ
フ
た
ち
の
正
し
い
イ
ス

ラ
ム
の
あ
り
方
を
ゆ
が
め
た
も
の
と
し
て
告
発
す
る
姿
勢
が
濃
厚
に
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
主
張
は
、
主
と
し
て
、
ラ
シ
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ー
ド
・
リ
ダ
ー
に
よ
っ
て
、
マ
ナ
ー
ル
誌
上
の
諸
論
文
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
マ
ナ
ー
ル
誌
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
・
キ
ャ
ソ
ペ
イ
ン
は
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
遂
行
し
て
い
た
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
と
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
そ
れ
自
体
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
な
り
ス
ー
フ
ィ
…
教
団
の
攻
撃
を
主
た
る

鼠
的
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
宗
教
教
育
の
分
野
で
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
な
り
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
し

て
攻
撃
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
指
導
し
た
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に
よ
っ
て
、
一
八

九
五
年
に
、
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
に
「
ア
ズ
ハ
ル
行
政
評
議
会
」
（
寓
騨
導
ω
置
習
p
㊤
7
》
N
冨
㎏
）
が
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
を
長
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

設
置
さ
れ
、
こ
の
機
関
が
学
内
行
政
の
最
高
機
関
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
行
政
評
議
会
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
や
教
団
の
本
部
で
あ
っ
た
、
ア

フ
マ
デ
ィ
ー
・
モ
ス
ク
を
「
ア
ズ
ハ
ル
の
付
属
施
設
」
（
巳
ρ
、
け
践
9
冨
邑
に
変
え
、
こ
の
評
議
会
の
統
制
下
に
置
き
、
　
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
・
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ス
ク
で
教
え
る
許
可
を
志
願
す
る
老
に
は
ア
ズ
ハ
ル
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
や
教

団
と
深
く
結
び
つ
き
、
十
八
・
九
世
紀
に
お
い
て
は
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
に
次
ぐ
、
エ
ジ
プ
ト
第
二
の
高
等
教
育
施
設
で
あ
り
、
幼
少
の
頃
、

ア
ブ
ド
ゥ
フ
自
身
も
学
ん
だ
、
こ
の
モ
ス
ク
は
ア
ズ
ハ
ル
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
下
エ
ジ
プ
ト

の
デ
ィ
ス
ー
ク
の
町
の
、
ブ
ル
ハ
…
ニ
ー
や
教
団
の
本
部
で
あ
り
、
高
等
教
育
の
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
っ
た
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ッ
ダ
ス
ー

キ
ー
の
モ
ス
ク
も
同
じ
運
命
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
没
後
の
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
か
け
て
の
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
ア

ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
に
設
立
さ
れ
た
、
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
を
長
と
す
る
「
高
級
評
議
会
」
（
芝
之
ρ
誉
ω
鉱
山
、
芭
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

モ
ス
ク
の
よ
う
な
、
ア
ズ
ハ
ル
の
付
属
施
設
に
設
竃
さ
れ
て
い
た
「
行
政
評
議
会
」
を
完
全
に
支
配
下
に
お
さ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
ア

ブ
ド
ゥ
フ
の
指
導
し
て
い
た
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
は
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
・
モ
ス
ク
な
ど
の
、
元
来
、
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
と
並
び
立
っ
て
い
た
宗

教
教
育
施
設
の
自
律
性
を
奪
い
、
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
と
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
な
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー
を

創
出
し
て
い
く
企
て
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
結
果
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
や
教
団
や
ブ
ル
ハ
ー
二
重
や
教
団
の
よ
う
な
、
比
較
的
、
イ
ス
タ
ブ
リ
ッ
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シ
ュ
さ
れ
た
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
は
、
主
と
し
て
、
宗
教
数
量
の
次
元
で
、
そ
の
自
律
性
を
喪
失
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
検

討
し
て
き
た
、
マ
ナ
ー
ル
誌
上
で
の
う
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
に
よ
る
タ
ン
タ
…
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
・
モ
ス
ク
や
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー

の
マ
ウ
リ
ド
に
対
す
る
執
拗
な
攻
撃
も
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ア
ズ
ハ
ル
改
革
」
が

教
育
政
策
の
次
元
で
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
マ
ナ
ー
ル
誌
の
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
は
理
論
的
、
神
学
的
次
元
で

の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
な
り
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
に
対
す
る
批
判
の
運
動
で
あ
り
、
前
者
を
正
当
化
す
る
企
て
と
み
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
が
当
時
の
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
以
下
の
ウ
ラ
マ
ー
と
共
に
下
エ
ジ
プ
ト
の
バ
ハ
ー
ダ
村
ま
で
出

向
い
て
、
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
を
行
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
村
の
あ
っ
た
カ
ル
ユ
ー
ビ
ー
や
州
と
い
い
、
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
的

内
容
を
も
つ
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
対
象
と
な
っ
た
マ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
や
州
と
い
い
、
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
の
舞
台
が
下
エ
ジ

プ
ト
の
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
、
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
の
下
エ
ジ
プ
ト
の
地
は
、
古
来
、
エ
ジ
プ
ト
最
大
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
で
あ

る
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
や
教
団
、
さ
ら
に
は
、
ブ
ル
ハ
ー
ニ
ー
や
教
団
な
ど
の
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
地
域
は
、

十
九
世
紀
末
以
来
、
新
興
の
シ
ャ
ー
ジ
リ
ー
や
教
団
系
の
諸
教
団
の
活
動
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
と
－
二
一
協
自
（
一
。
。
癖
。
。
＼
り
占
＄
O
）

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
憐
蓄
9
1
い
畷
畷
p
教
団
は
、
シ
ャ
ル
キ
ー
や
州
の
ザ
カ
ー
ジ
ー
ク
の
町
の
周
辺
の
農
村
地
帯
で
一
八
八
○
年
代
に
活
動
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

有
力
と
な
り
、
当
時
の
バ
タ
リ
ー
家
の
シ
ャ
イ
フ
に
も
反
抗
し
て
お
り
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
性
格
を
も
つ
新
興
教
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
ピ
サ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ー
は
後
に
、
ブ
ハ
イ
ラ
州
の
ダ
マ
ソ
フ
ー
ル
の
町
に
移
り
、
こ
こ
で
一
九
一
〇
年
に
没
し
た
。

　
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
新
興
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
運
動
の
活
動
の
拠
点
を
目
標
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
新
興
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
運
動
に
対
抗
し
て
、
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
的
な
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
が
生
み
だ

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
フ
ら
の
一
行
が
出
向
い
た
バ
一
二
ダ
村
で
は
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
村
人
が
二
つ
の
党
派
に
分
か
れ
て

い
た
こ
と
、
こ
の
村
の
村
長
の
ア
ブ
ド
・
ア
ル
・
ム
ウ
ミ
ン
と
い
う
者
が
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
は
己
に
見
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
運
動
と
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
と
の
対
立
、
緊
張
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
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の
村
の
属
し
て
い
た
カ
ル
ユ
ー
ビ
ー
や
州
に
隣
接
す
る
マ
ヌ
ー
フ
ィ
ー
や
州
で
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
の
副
産
物
と
し
て
、

萌
芽
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
「
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
」
的
な
ス
ブ
キ
ー
イ
ー
ソ
の
活
動
が
生
み
だ
さ
れ
た
こ
と
も
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
没
後
に
は
、
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
最
大
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
宗
教
団
体
で
あ
る
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
が
生

み
だ
さ
れ
た
が
、
こ
の
団
体
の
創
設
者
で
あ
る
缶
霧
露
㊤
憎
し
弓
き
鼠
（
お
8
ム
Φ
）
は
下
エ
ジ
プ
ト
の
ブ
ハ
イ
ラ
州
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
彼
は

こ
の
州
の
ダ
マ
ン
フ
ー
ル
の
町
で
少
年
時
代
を
送
っ
た
が
、
こ
の
町
に
は
前
述
の
ピ
サ
ー
フ
ィ
ー
や
教
団
の
本
部
が
あ
り
、
彼
も
こ
の
教
団
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

入
信
し
て
お
り
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
強
い
影
響
下
に
人
格
形
成
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
は
後
に
は
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
い
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
の
場
合
に
も
、
　
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と

反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
緊
張
関
係
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
ブ
の
下
エ
ジ
プ
ト
の
小
村
で
の
反
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
活
動
は
彼
の
多
彩
な
活
動
の
中
の
一
挿
話
を
示
す
も
の
で

し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
彼
の
活
動
の
舞
台
と
な
っ
た
下
エ
ジ
プ
ト
の
地
は
、
新
興
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
運
動
の
展
開
の

舞
台
で
あ
っ
た
た
め
に
、
他
方
で
は
、
こ
の
動
き
に
対
抗
し
て
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
や
運
動
な
い
し
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
運
動
を
生
み

だ
す
豊
か
な
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
今
後
の
論
証
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
の
で
あ
る
が
、
晩
年
の
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
活
動
は
、
以
後
の
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
宗
教
運
動
の
発
展
の
方
向
を
示
唆
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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whose　key　concept　was　a　pair　of　syllogism，　that　was　xiaoti孝悌（filial

piety　and　brotherly　love）一α〃’勿g愛敬（10ve　and　respect）一zhongxan忠順

（allegiance）　and　xiaoti－aijin9－liytteネL楽（politeness　and　music）．　Aijing

was　a　universal　feeling　which　formed　the　respective　basis　of　xiaoti，

zongxun　or　1加θ．　Through　the　medium　of　this　feeling，　xiaoti，　which　had

originally　been　a　mere　ethics　within　the　blood　relationship，　was　correlated

with　zhongxun，　which　was　the　ethics　of　the　soverein－subject　relationship，

and　liyue，　which　sustained　the　government－people　relationship．　As　a

result，　xiao］’ing　became　a　poiitical　theory，　which　was　founded　on　the

family．　Th圭s　theory，　which　was　based　on　the　internal　feeling，吻勿g，

came　into　existance　in　the　face　of　the　Legalists，　theory　of　Han　Fei韓非

school，　which　advocated　the　uniform　and　bureaucratic　state　control　based

on　iegal　methods　as　a　external　norm．

Salafiyya　Movement　and　Sufism　in　Modern　Egypt

by

Seiichi　Kobayashi

　　Salafiyya　movement　in　modern　Egypt　was　inaugurated　by　Muhammad

‘Abduh　and　Muhamrnad　Rashld　Rida　at　the　end　of　the　19th　century　and

the　beginning　of　the　20th　century．　Their　main　aim　was　to　attack　bid‘a

and　recover　sunna，　so　they　criticized　bitterly　Sufism　or　lslamic　mysticlsm

in　Egypt．　ln　this　paper，　1　examined　Rashld　Rida’s　artic！es　treating

Sufism　in　his　famous　journal　A　l－Mana－r．　Then　1　attempted　to　illustrate

M晦ammad‘Abduh’s　anti－S面sm　activities圭n　his　last　years．　Through

these　investigations，　1　illustrated　their　revivalistic，　fundamentalistic

aspects　of　their　movement．
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